
様式１

明治学院大学

AI・データサイエンス教育プログラム

改訂版モデルカリキュラム(2024年2月22日改訂)

大学等全体のプログラム

新規申請（応用基礎レベルの既認定無）

学部・学科によって、修了要件は相違する

文学部・経済学部・社会学部・法学部・国際学部・心理学部

令和１０年度以降に履修必須とする計画、又は未定

以下の6科目12単位の修得を以て、応用基礎レベルの修了とする。

必修科目「AI・データサイエンス入門」、「データ解析・活用入門」、「プログラミング入門」
　　　　　　「データ解析・活用基礎」、「AI基礎」
選択科目「統計学1」、「統計学2」、「AIと人間」

⑦プログラム構成科目

必要最低科目数・単位数 6 科目

12 単位

Ⅲ

授業科目 単位数 1-6 1-7 2-2 2-7 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-10 ＡＩ・DS実践 1-3 1-4 1-5 2-3 2-4 2-5 2-6 3-6 3-7 3-8 3-9
数学
発展

AI応用
基礎

データ
サイエンス
応用基礎

データ
エンジニアリング

応用基礎
その他

AI・データサイエンス入門 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

データ解析・活用入門 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

プログラミング入門 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

データ解析・活用基礎 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

AI基礎 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

統計学1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

統計学2 2 ○ ○ ○ ○ ○

AIと人間 2 ○ ○ ○ ○

（１）必須科目（プログラムを修了するた
めに必ず履修しなければならない科
目）

※卒業要件上の必修科目とは必ずしも
イコールではない

（２）選択必須科目（プログラムを修了
するために一定の条件のもと履修しな
ければならない科目）

（３）選択科目（プログラムを構成する
科目のうち「必須科目」「選択必須科
目」のいずれにも該当しない科目）

⑥ 修了要件

① 申請単位

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

大学等名

プログラム名

適用モデルカリキュラム

応用基礎レベルのプログラムを構成する授業科目について

② 既認定プログラムとの関係

③ 教育プログラムの修了要件

④ 対象となる学部・学科名称

⑤ プログラム履修必須の有無

モデルカリキュラム対応状況

Ⅰ Ⅱ



⑧ プログラムを構成する授業の内容
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3-2
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3-10

Ⅰ

Ⅱ

⑨プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）
・最先端のAI・データサイエンスを構築している要素技術の特徴を概念的に理解できる。
・データの特徴を理解し、現場の課題解決のために複数の処方箋を発案することができる。
・AIリテラシーの低いユーザーと専門家の間に立って、両者の橋渡しを行い、AIの社会実装を円
滑に行うことができる。
・未学習の新技術が発表されても、技術情報からその特徴を把握し、社会に与えるインパクトを
想像し、未来を見据えた行動を取ることができる。

・AI倫理、AIの社会的受容性、AIと知的財産権、プライバシー保護、個人情報の取り扱い、AIに関する原則/ガイドライン、規制、AIの公平性、AIの信頼性、AIの説明可能性、AIの安全性「AI・データサイエンス
入門」
・AI倫理、AIの社会的受容性、AIと知的財産権、プライバシー保護、個人情報の取り扱い、AIに関する原則/ガイドライン、規制、AIの公平性、AIの信頼性、AIの説明可能性、AIの安全性「AI基礎」
・AI倫理、AIの社会的受容性 、プライバシー保護、個人情報の取り扱い、AIに関する原則/ガイドライン、規制、AIの公平性、AIの信頼性、AIの説明可能性、AIの安全性「AIと人間」

授業に含まれているスキルセットのキーワード
・条件付き確率、ベイズの定理、代表値（平均値、中央値、最頻値）、分散、標準偏差、相関係数、相関関係と因果関係、帰無仮説と対立仮説「AI・データサイエンス入門」
・条件付き確率、ベイズの定理、代表値（平均値、中央値、最頻値）、分散、標準偏差、相関係数、相関関係と因果関係、確率分布、正規分布、独立同一分布、ベクトルと行列、多項式関数、指数関数、対数
関数「データ解析・活用入門」
・代表値（平均値、中央値、最頻値）、分散、標準偏差、相関係数、相関関係と因果関係「プログラミング入門」
・代表値（平均値、中央値、最頻値）、分散、標準偏差、相関係数「統計学1」

・アルゴリズムの表現（フローチャート）、並び替え（ソート）、探索（サーチ）「プログラミング入門」
・ソートアルゴリズム（バブルソート）探索アルゴリズム（線形探索、二分探索）「データ解析・活用基礎」

・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声）、構造化データ、非構造化データ、情報量の単位（ビット、バイト）、二進数、文字コード、木構造（ツリー）、グラフ、画素（ピクセル）、色の3要素（RGB）、周
波数、標本化「AI・データサイエンス入門」
・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声）、グラフ、画素（ピクセル）、色の3要素（RGB）、周波数、標本化、データの圧縮と効率化「データ解析・活用入門」
・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声）、グラフ「プログラミング入門」
・コンピュータで扱うデータ（数値、文章）、情報量の単位（ビット、バイト）、二進数、文字コード、グラフ「データ解析・活用基礎」

・文字型、整数型、浮動小数点型、変数、代入、四則演算、配列、関数、引数、戻り値、順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成、オブジェクト指向プログラミング「プログラミング入門」
・文字型、整数型、浮動小数点型、変数、代入、四則演算、配列、関数、引数、戻り値、順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成「データ解析・活用入門」
・文字型、整数型、浮動小数点型、変数、代入、四則演算、配列、関数、引数、戻り値、順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成「データ解析・活用基礎」
・文字型、整数型、浮動小数点型、変数、代入、四則演算、論理演算、配列、関数、引数、戻り値「統計学2」

・様々なデータ分析手法（回帰、分類、クラスタリングなど）、様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）「データ解析・活用入門」
・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習、学習データと検証データ、ホールドアウト法、交差検証法、過学習、バイアス「データ解析・活用入門」
・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習、学習データと検証データ、ホールドアウト法、交差検証法、過学習、バイアス「AI基礎」
畳み込みニューラルネットワーク（CNN）（画像認識、自然言語処理、音声生成など） 、再帰型ニューラルネットワーク（RNN）、深層強化学習、学習用データと学習済みモデル、転移学習「AI基礎」

授業に含まれている内容・要素

（１）データサイエンスとして、統
計学を始め様々なデータ処理に
関する知識である「数学基礎
（統計数理、線形代数、微分積
分）」に加え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリズム」、
「データ表現」、「プログラミング
基礎」の概念や知識の習得を目
指す。

（３）本認定制度が育成目標として
掲げる「データを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用できる人材」
に関する理解や認識の向上に資す
る実践の場を通じた学習体験を行
う学修項目群。応用基礎コアのな
かでも特に重要な学修項目群であ
り、「データエンジニアリング基礎」、
及び「データ・ＡＩ活用 企画・実施・
評価」から構成される。

（２）ＡＩの歴史から多岐に渡る技
術種類や応用分野、更には研
究やビジネスの現場において実
際にＡＩを活用する際の構築から
運用までの一連の流れを知識と
して習得するＡＩ基礎的なものに
加え、「データサイエンス基礎」、
「機械学習の基礎と展望」、及び
「深層学習の基礎と展望」から
構成される。

・実世界で進む機械学習の応用と発展（需要予測、異常検知、商品推薦など）、機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習、学習データと検証データ、ホールドアウト法、交差検証法、過学習、バイ
アス「データ解析・活用入門」
・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習、学習データと検証データ、ホールドアウト法、交差検証法、過学習、バイアス「AI基礎」

・実世界で進む深層学習の応用と革新、ニューラルネットワークの原理、ディープニューラルネットワーク（DNN）、畳み込みニューラルネットワーク（CNN）（画像認識、自然言語処理、音声生成など） 、再帰型
ニューラルネットワーク（RNN）、深層強化学習、学習用データと学習済みモデル、転移学習「AI基礎」

・Transformer、注意機構、自己教師あり学習 、敵対的生成ネットワーク（GAN）、CLIP、生成AIの留意事項（ハルシネーションによる誤情報の生成、偽情報や有害コンテンツの生成・氾濫など）「データ解析・
活用入門」
・実世界で進む生成AIの応用と革新（対話、コンテンツ生成、翻訳・要約・執筆支援、コーディング支援など）、Transformer、注意機構、自己教師あり学習 、敵対的生成ネットワーク（GAN）、基盤モデル、大規
模言語モデル、拡散モデル、Vision Transformer、CLIP、生成AIの留意事項（ハルシネーションによる誤情報の生成、偽情報や有害コンテンツの生成・氾濫など）、ファインチューニング「AI基礎」

・ビジネス/業務への組み込み「AI・データサイエンス入門」
・AIの学習と推論、評価、AIの開発環境と実行環境「データ解析・活用入門」
・AIの学習と推論、評価、AIの開発環境と実行環境、AIの社会実装、ビジネス/業務への組み込み「AI基礎」

・条件付き確率、ベイズの定理、代表値（平均値、中央値、最頻値）、分散、標準偏差、相関係数、相関関係と因果関係、確率分布、正規分布、独立同一分布、ベクトルと行列、多項式関数、指数関数、対数
関数「データ解析・活用入門」
・アルゴリズムの表現（フローチャート）、並び替え（ソート）、探索（サーチ）「プログラミング入門」
・ソートアルゴリズム（バブルソート）探索アルゴリズム（線形探索、二分探索）「データ解析・活用基礎」
・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声）、グラフ、画素（ピクセル）、色の3要素（RGB）、周波数、標本化、データの圧縮と効率化「データ解析・活用入門」
・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声）、グラフ「プログラミング入門」
・コンピュータで扱うデータ（数値、文章）、情報量の単位（ビット、バイト）、二進数、文字コード、グラフ「データ解析・活用基礎」
・文字型、整数型、浮動小数点型、変数、代入、四則演算、配列、関数、引数、戻り値、順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成、オブジェクト指向プログラミング「プログラミング入門」
・文字型、整数型、浮動小数点型、変数、代入、四則演算、配列、関数、引数、戻り値、順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成「データ解析・活用入門」
・文字型、整数型、浮動小数点型、変数、代入、四則演算、配列、関数、引数、戻り値、順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成「データ解析・活用基礎」

・データ駆動型社会、Society 5.0、データサイエンス活用事例（仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替など）、データを活用した新しいビジネスモデル「AI・データサイエンス入門」
・データ駆動型社会、Society 5.0、データサイエンス活用事例（仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替など）「データ解析・活用基礎」

・データ分析の進め方、仮説検証サイクル、様々なデータ分析手法（回帰、分類、クラスタリングなど）、様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）、データの収集、加工、分割/統合、分析目的
に応じた適切な調査（標本調査、標本誤差）「AI・データサイエンス入門」
・様々なデータ分析手法（回帰、分類、クラスタリングなど）、様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）「データ解析・活用入門」
・様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）、データの収集、加工、分割/統合「統計学1」

・ICT（情報通信技術）の進展、ビッグデータ、ビッグデータの収集と蓄積、クラウドサービス、ビッグデータ活用事例、人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ、ソーシャルメディアデータ、データガバナンス
「AI・データサイエンス入門」
・ビッグデータ、ビッグデータの収集と蓄積、ビッグデータ活用事例、人の行動ログデータ「データ解析・活用入門」
・データガバナンス「データ解析・活用基礎」

・AIの歴史、汎用AI/特化型AI（強いAI/弱いAI）、フレーム問題、AI技術の活用領域の広がり（教育、芸術、流通、製造、金融、インフラ、公共、ヘルスケアなど）「AI・データサイエンス入門」
・AIの歴史、汎用AI/特化型AI（強いAI/弱いAI）、フレーム問題、AI技術の活用領域の広がり（教育、芸術、流通、製造、金融、インフラ、公共、ヘルスケアなど）「AI基礎」
・AIの歴史、推論、探索、トイプロブレム、エキスパートシステム、汎用AI/特化型AI（強いAI/弱いAI）、フレーム問題、シンボルグラウンディング問題、人間の知的活動とAI技術、AI技術の活用領域の広がり
「AIと人間」



様式１

明治学院大学

AI・データサイエンス教育プログラム

改訂版モデルカリキュラム(2024年2月22日改訂)

大学等全体のプログラム

新規申請（応用基礎レベルの既認定無）

学部・学科によって、修了要件は相違する

情報数理学部

令和６年度以前又は令和７年度より、履修することが必須のプログラムとして実施

以下の7科目14単位の修得を以て、応用基礎レベルの修了とする。

必修科目「数理と情報」、「コンピュータとクラウドシステム」、「データ構造とアルゴリズム」、「初級プログラミング」
　　　　　　「データ駆動型社会とデータサイエンス」、「人工知能」、「統計の数理」
選択科目「統計学1」、「統計学2」、「AIと人間」

⑦プログラム構成科目

必要最低科目数・単位数 7 科目

14 単位

Ⅲ

授業科目 単位数 1-6 1-7 2-2 2-7 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-10 ＡＩ・DS実践 1-3 1-4 1-5 2-3 2-4 2-5 2-6 3-6 3-7 3-8 3-9
数学
発展

AI応用
基礎

データ
サイエンス
応用基礎

データ
エンジニアリング

応用基礎
その他

数理と情報 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コンピュータとクラウドシステム 2 ○ ○ ○

データ構造とアルゴリズム 2 ○ ○

初級プログラミング 2 ○ ○

データ駆動型社会とデータサイエンス 2 ○ ○ ○

人工知能 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

統計の数理 2 ○ ○

統計学1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

統計学2 2 ○ ○ ○ ○ ○

AIと人間 2 ○ ○ ○ ○

モデルカリキュラム対応状況

Ⅰ Ⅱ

（１）必須科目（プログラムを修了する
ために必ず履修しなければならない科
目）

※卒業要件上の必修科目とは必ずしも
イコールではない

（２）選択必須科目（プログラムを修了
するために一定の条件のもと履修しな
ければならない科目）

（３）選択科目（プログラムを構成する
科目のうち「必須科目」「選択必須科
目」のいずれにも該当しない科目）

⑥ 修了要件

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

大学等名

プログラム名

適用モデルカリキュラム

応用基礎レベルのプログラムを構成する授業科目について

① 申請単位

② 既認定プログラムとの関係

③ 教育プログラムの修了要件

④ 対象となる学部・学科名称

⑤ プログラム履修必須の有無



⑧プログラムを構成する授業の内容
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2-2

2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-5

3-10

Ⅰ

Ⅱ

⑨プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）
・深層学習の次に来る情報処理パラダイムや量子情報といった、将来の技術革新・変化にも対応できる
数理(数学)の基礎学力が身につく。
・AI・データサイエンスの手法(アルゴリズム)の背後にある数学的原理を理解し、人文科学や社会科学な
ど隣接領域への応用例などの知識も有しながら、与えられた具体的な問題を、専門的なデータ分析やプ
ログラミングの能力を用いて解決できる。
・AI・データサイエンスの単なる技能・技術の修得のみでなく、ELSI等情報倫理に配慮できる。

授業に含まれている内容・要素

（１）データサイエンスとして、統
計学を始め様々なデータ処理に
関する知識である「数学基礎
（統計数理、線形代数、微分積
分）」に加え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリズム」、
「データ表現」、「プログラミング
基礎」の概念や知識の習得を目
指す。

（２）ＡＩの歴史から多岐に渡る技
術種類や応用分野、更には研
究やビジネスの現場において実
際にＡＩを活用する際の構築から
運用までの一連の流れを知識と
して習得するＡＩ基礎的なものに
加え、「データサイエンス基礎」、
「機械学習の基礎と展望」、及び
「深層学習の基礎と展望」から
構成される。

（３）本認定制度が育成目標として
掲げる「データを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用できる人材」に
関する理解や認識の向上に資する
実践の場を通じた学習体験を行う
学修項目群。応用基礎コアのなか
でも特に重要な学修項目群であり、
「データエンジニアリング基礎」、及
び「データ・ＡＩ活用 企画・実施・評
価」から構成される。

授業に含まれているスキルセットのキーワード
・順列、組合せ、集合、ベン図、条件付き確率、代表値（平均値、中央値、最頻値）、分散、標準偏差、相関係数、相関関係と因果関係「統計の数理」
・代表値（平均値、中央値、最頻値）、分散、標準偏差、相関係数「統計学1」

・アルゴリズムの表現（フローチャート、アクティビティ図）、並び替え（ソート）、探索（サーチ）「初級プログラミング」「データ構造とアルゴリズム」

・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）「データ構造とアルゴリズム」

・文字型、整数型、浮動小数点型、変数、代入、四則演算、論理演算、配列、関数、引数、戻り値「初級プログラミング」
・文字型、整数型、浮動小数点型、・変数、代入、四則演算、論理演算、配列、関数、引数、戻り値「統計学2」

・データ駆動型社会、Society 5.0「数理と情報」「データ駆動型社会とデータサイエンス」
・データサイエンス活用事例 （仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替など）「数理と情報」「データ駆動型社会とデータサイエンス」

・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「コンピュータとクラウドシステム」「データ駆動型社会とデータサイエンス」「統計の数理」
・様々なデータ分析手法 （回帰、分類、クラスタリングなど）「統計の数理」「人工知能」
・様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）、データの収集、加工、分割/統合「統計学1」

・ICT（情報通信技術）の進展、ビッグデータ「数理と情報」
・ビッグデータの収集と蓄積、クラウドサービス「数理と情報」「コンピュータとクラウドシステム」
・ビッグデータ活用事例「数理と情報」「データ駆動型社会とデータサイエンス」

・AIの歴史、推論、探索、トイプロブレム、エキスパートシステム「数理と情報」「人工知能」
・汎用AI/特化型AI（強いAI/弱いAI）「人工知能」
・AIの歴史、推論、探索、トイプロブレム、エキスパートシステム、汎用AI/特化型AI（強いAI/弱いAI）、フレーム問題、シンボルグラウンディング問題、人間の知的活動とAI技術、AI技術の活用領域の広がり「AIと人間」

・AI倫理、AIの社会的受容性「数理と情報」「人工知能」
・AI倫理、AIの社会的受容性 、プライバシー保護、個人情報の取り扱い、AIに関する原則/ガイドライン、規制、AIの公平性、AIの信頼性、AIの説明可能性、AIの安全性「AIと人間」

・実世界で進む機械学習の応用と発展 （需要予測、異常検知、商品推薦など）「数理と情報」「人工知能」
・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習「人工知能」

・実世界で進む深層学習の応用と革新（画像認識、自然言語処理、音声生成など）、ニューラルネットワークの原理「数理と情報」「人工知能」

・実世界で進む生成AIの応用と革新（対話、コンテンツ生成、翻訳・要約・執筆支援、コーディング支援など）、基盤モデル、大規模言語モデル、拡散モデル、生成AIの留意事項（ハルシネーションによる誤情報の生成、偽情報や有害
コンテンツの生成・氾濫など）「数理と情報」「人工知能」

・AIの学習と推論、評価、再学習「人工知能」

・生成AIの留意事項（ハルシネーションによる誤情報の生成、偽情報や有害コンテンツの生成・氾濫など）、プロンプトエンジニアリング「コンピュータとクラウドシステム」

・AIの開発環境と実行環境、画像認識、音声認識「人工知能」



様式２

①プログラム開設年度 令和5 年度（和暦）

②履修者・修了者の実績（「学生数」「入学定員」「収容定員」は令和７年５月１日時点で記載）

うち女性 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

文学部 2,143 1,588 505 2,020 488 1 605 0 312 0 800 40%

経済学部 2,912 1,325 690 2,760 836 17 1,003 0 877 0 1,713 62%

社会学部 2,055 1,413 490 1,960 466 13 865 0 469 0 935 48%

法学部 2,689 1,187 645 2,580 685 1 830 0 433 0 1,118 43%

国際学部 1,300 913 300 1,200 299 0 339 0 209 0 508 42%

心理学部 1,338 1,033 320 1,280 309 3 319 0 168 0 477 37%

情報数理学部 161 42 80 160 91 0 76 0 0 0 91 57%

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合　計 12,598 7,501 3,030 11,960 3,174 35 4,037 0 2,468 0 0 0 0 0 0 0 5,642 47%

令和3年度 令和2年度 履修者数
合計 履修率

応用基礎レベルのプログラムの履修者数等の実績について

学部・学科名称
入学
定員

収容
定員

令和7年度 令和6年度 令和5年度 令和4年度学生数
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①

(常勤） 316 人

（非常勤） 873 人

②

14 人

③

（責任者名） 大野　弘明

（役職名） 副学長

④

（名称） AI・データサイエンス教育実施委員会

⑤

（名称） 明治学院大学AI・データサイエンス教育実施委員会規程

⑥

⑦

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

全学の教員数

プログラムの授業を教えている教員数（令和７年度）

プログラムの運営責任者

プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

体制の目的

本学における全学生を対象としたＡＩ・データサイエンス教育の推進に関する
重要な事項を審議することを目的として、令和5年度に明治学院大学ＡＩ・デー
タサイエンス教育実施委員会を設置した。申請プログラムにおいては、科目
運営全般についての計画立案、および自己点検・評価を踏まえた改善等の推
進の役割を当該委員会において担う。

具体的な構成員
【委員長】
　担当副学長：大野　弘明（経済学部・教授）
【委員】
　明治学院共通科目教育機構諸領域教育部会長：森本　泉（国際学部・教授）
　教務部長：大野　武（法学部・教授）
　専門的知見を持った教員：
　　小林　正人（経済学部・教授）
　　大久保　遼（社会学部・准教授）
　　櫻井　成一朗（法学部・教授）
　ＡＩ・データサイエンス教育プログラムの科目担当教員：
　　永田　毅（情報数理学部・教授）
　　湯澤　英彦（学長特別補佐）
　　粕谷　美里（情報数理学部・助教）
　　山田　敏史（情報数理学部・助教）
　情報数理学部教員：
　　太田　和俊（情報数理学部・教授）



⑧

令和７年度履修率 47%

令和８年度予定 51%

令和９年度予定 54%

令和10年度予定 57%

令和11年度予定 60%

⑨

⑩

新入生用のガイダンスでの告知や、履修要項や特設ホームページでの広報
活動を積極的に展開し、プログラムの認知度向上に努めている。その結果と
して、プログラム開始翌年度の令和6年度には約4,000名の学生が「AI・データ
サイエンス入門」を履修し、その後の上級レベルの科目の履修も行っている。
現在多くの新入生が入門科目である「AI・データサイエンス入門」を履修して
いるため、47％の履修率となっている。今後はできる限り多くの学生が本科目
を履修し履修率が60％以上となることを目標とし、その後中・上級科目の履修
を促進するため、学生への周知・広報活動に努める。
なお、情報数理学部においては一部の選択科目を除いて、プログラム上のほ
とんどの科目が学科の専門科目かつ卒業要件科目となっている。

学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

全学部生が履修可能な明治学院共通科目として当該科目を配置している。ま
た、オンデマンドで開講しているため、所属学科の時間割に捉われることなく
受講が可能となる環境を提供している。また、当該科目では数学に不慣れな
学生にも配慮し、極力数式を使わずに授業を進めているため、大学入学時の
数学の知識に関わらず積極的な履修を呼びかけている。

できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

オンデマンドでの開講にあたり、複数の TA を雇用して授業サポートに充てる
ことで、履修人数に制限を設けることなく授業運営ができている。周知方法に
ついては、各学部の履修要項にプログラムの紹介を掲載しているほか、プロ
グラムの関連科目群が置かれている「明治学院共通科目」に関わるガイダン
ス資料やハンドブック等、複数の媒体・機会を用いて学生への周知を行ってい
る。また、プログラムの修了証としてレベルごとに複数のオープンバッジを発
行しており、今後の就職活動にも役立つ点を広報することで、上級生にも履修
を呼び掛けている。

具体的な計画

履修者数・履修率の向上に向けた計画 



⑪

⑫

プログラムを構成する科目には履修者数の上限を設けず、多くの学生が履修
できる体制を整えている。また、オンデマンド開講であるため、あらかじめTA
を複数人配置し、manaba(LMS)での質問の回答やアンケートの仕分け等を担
い、担当教員のサポートを行っている。このことにより、多人数の履修者に対
してきめ細やかな指導が実現できている。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

manaba(LMS)での質問に対して、教員やTAが定期的に回答をアップロード
し、掲載しておくことで、常時復習が可能な仕組みとなっている。講義後、学生
には自由記述形式の質問や感想を含むアンケート回答が課せられるため、
学生が積極的に質問をするフローが出来上がっており、毎回数多くの質問が
寄せられている。寄せられた感想・質問については、TAがカテゴリー毎に分
類し、TAと担当教員が共同で回答に当たっている。質問と回答を一覧化して
授業の翌週に学生に配布するほか、必要に応じて個別のやりとりも行ってい
る。このような取り組みを熱心に続けた結果、「対面の講義よりも教員との距
離が近かった」などの感想が寄せられている。また、質問や感想が契機となっ
て、授業内研究プロジェクトが立ち上がるなど、アンケートが学生自身の自主
的な学びの触媒となっている。

できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制
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① AI・データサイエンス教育実施委員会

大野　弘明

副学長

② 自己点検・評価体制における意見等

自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状況

「AI・データサイエンス入門」においては、プログラム開始初年度である令和5年度の
履修者数2,468名を大幅に上回る3,961名（昨年対比 約160％）が履修した。
「AI・データサイエンス入門」の単位修得率は、令和5年度の91.9％に対し、令和6年
度は90.0％であり、高い水準を維持している。
本プログラムの基礎となる「AI・データサイエンス入門」において、履修者増のみなら
ず、教育の質の維持・向上を図ることができているものと評価する。
令和6年度に新規開講したレベル2の３科目についても800名程度の履修者を集めて
おり、入門科目から継続して履修している学生が多いことがうかがえる。令和7年度
に開講したレベル３科目については履修者が90名程度ではあるが、難易度の高い
科目であるため、レベル2までの科目の単位を修得したトップ層が履修していること
が推測される。

学修成果

本学で初めてとなるオープンバッジによる修了認定証を発行した。大学広報とも連携
し、オープンバッジ導入についての周知・案内を工夫したことでバッジ受領率につい
ても2024年度春学期分は100％と良好な結果だった。

＜ベーシック修了認定者数＞
2024年度：
春学期終了時：102名 秋学期終了時：380名 合計：482名
2025年度：
春学期終了時：202名

＜スタンダード修了認定者数＞
2025年度：
春学期終了時：35名

学生アンケート等を通じた学生の
内容の理解度

レベル2までの各科目のアンケート集計結果の各科目の平均値は、理解度「理解で
きた」、難易度「適切であった」と「少し難しかった」の中間、興味度「興味深かった」と
なっており、学生にとって適度なレベルの内容を学習することでAI・データサイエンス
分野に興味を持てていることが分かる。
レベル3科目の各科目のアンケート集計結果の各科目の平均値もレベル2と同様に、
理解度「よく理解できた」と「理解できた」の中間、難易度「適切であった」と「少し難し
かった」の中間、興味度は「興味深かった」となっていたが、課題の提出にたどり着か
ない学生もおり、上級科目になるにつれてより授業の難易度が上昇する傾向が読み
取れる。

学生アンケート等を通じた後輩等
他の学生への推奨度

本プログラムの入門科目である「AI・データサイエンス入門」について、授業評価アン
ケートを確認すると、履修のきっかけとして、「友人先輩がすすめてくれたから」が半
数近くを占めていることから、履修学生による他の学生への推奨度は高いものと推
測される。
その他のプログラム科目においても、関心度をたずねるアンケートで、「とても興味深
い」「興味深い」の選択肢を選ぶ学生の割合が多く、履修者の数も安定しているた
め、一定の推奨度が確保されていると考えられる。

全学的な履修者数、履修率向上
に向けた計画の達成・進捗状況

新入生用のガイダンスでの告知や、履修要項や特設ホームページでの広報活動を
積極的に展開し、学生の本プログラムの認知度向上に努めている。その結果とし
て、プログラム開始初年翌年の令和6年度には約4,000人の学生が本プログラムの
入門科目である「AI・データサイエンス入門」を履修し、きめ細やかなサポートにより、
途中離脱者も少なかった。令和6年度にレベル2科目、令和7年度にレベル3科目を新
規開講し、入門科目からの継続的な履修を呼びかけているため、「AIと人間」など
1,000人を超える履修者が集まっている科目もあり、一定の効果が見られる。

自己点検・評価について

プログラムの自己点検・評価を行う体制

（責任者名）

（役職名）

自己点検・評価の視点

学内からの視点



自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等自己点検・評価の視点

学外からの視点

教育プログラム修了者の進路、
活躍状況、企業等の評価

2024年度に初めてベーシックの修了認定を行ったため、プログラム修了者の進路等
の調査を行う段階にない。
「AI・データサイエンス入門」の担当教員は、2023年度は民間シンクタンクに勤務しな
がら科目を担当し、2024年度からは情報数理学部教授として継続して携わっており、
産業界から見ても有益な講義内容となるよう配慮されている。

産業界からの視点を含めた教育
プログラム内容・手法等への意
見

産業界からの視点を継続的にプログラム改良に生かすため、2025年度に新規開講
する「PBL演習」を通じて企業からの意見を取り入れるべく科目開設に向けた準備を
行った。

「数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム（関東ブロック）」に参加し、
情報収集を行うとともに、2025年3月7日に他機関関係者も参加可能な本学主催の
成果報告セミナーを開催し、学外からは情報通信やWEBサービス事業等、幅広い民
間企業や公的機関からの参加があり、質疑応答・意見交換を行った。
＜セミナー参加者数＞※（ ）は参加者のうち、本学関係者数
教員：76名（22） 職員：17名（5） 学生：5名（4） その他：19名（0）合 計：117名（31）

産業界からの意見を継続的に取り入れる仕組みの構築を目指しており、プログラム
完成前の取組状況として適切であると評価する。

オンデマンド形式の講義ではあるが、授業発の研究プロジェクトが、昨年度に続き今
年度も日本顔学会の年次大会で受賞するなど、講師と履修生が双方向に交流し、発
展的な学びにつながる文化が醸成されており、教育効果の高い講義が実施できてい
ると評価できる。

オンデマンド形式のプログラミング演習に関して、対面での指導が行われない点につ
いて懸念があったが、課題提出結果およびアンケートの分析結果から、学生は問題
なく内容を理解し、コーディングの楽しさに目覚めていることが確認できる。

本プログラムの講義を履修したことで、IT業界に興味を持ち、進路として選択する学
生が出てくるなど、本プログラムの講義の内容が、学生にとって貴重な学びの機会
になっている。

文系のTAに講義動画を視聴してもらい、より分かりやすくなるように動画を修正して
から公開している。さらに毎回アンケートを取り、講義資料の改善につなげている。
例えば、春学期で難易度が高いと指摘された単元について教材を改善したところ、
秋学期のアンケート結果は概ね平準化された。
発展著しいAIの最新動向については、当該分野を専門とする教員が担当すること
で、継続的にキャッチアップし教材に反映していく。
さらに、年に4回「AI・データサイエンス教育実施委員会」を開催し、履修生の学修状
況を検証し、改善につなげるとともに、ＡＩの発展に付随する社会の変化についても、
学内の専門教員にコメントを求め、教材に反映していく。

数理・データサイエンス・ＡＩを「学ぶ楽し
さ」「学ぶことの意義」を理解させること

内容・水準を維持・向上しつつ、より「分
かりやすい」授業とすること

※社会の変化や生成AI等の技術の発展
を踏まえて教育内容を継続的に見直すな
ど、より教育効果の高まる授業内容・方
法とするための取組や仕組みについても
該当があれば記載











































シラバス検索   照会画面
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シラバス情報
授業情報
※身につく能力について
複数の学科・専攻・コースで開講されている科目は、開講を担当する学科・専攻・コースの定めた「身につく能
力」を表示しているため、履修要項・大学院要覧記載の「身につく能力」とは異なるものが表示されていることが
あります。
授業によっては、「身につく能力」の記載がない場合もあります。
そのため「身につく能力」については履修要項・大学院要覧も確認するようにしてください。

授業コード   Course Code 2RC0100000
授業開講年度   Year of Class 2025年度

授業形態   Course Mode 講義(対面授業)
授業名称   Class Name MSFCL101数理と情報
テーマ   Theme

科目名   Name of Subject MSFCL101数理と情報
英字科目名
English Name of Subject Mathematics and Informatics

身につく能力
Ability to be Acquired in This Class
◎=科目に最も関連する能力
〇=科目に関連する能力

知識・理解 社会の変化に対応できる数理の基
礎学力 ◎

知識・理解 情報科学の背後にある数学的原理
の理解 〇

汎用的技能 隣接領域を含めた諸問題を解決で
きる情報処理技能 〇

汎用的技能 国際社会でリーダーシップを発揮
できるコミュニケーション能力

態度・志向性 情報倫理に配慮した他者貢献の精
神

態度・志向性 将来のキャリアパスを自ら描き、
社会とのつながりを意識できる力 〇

統合的な学習経験
と創造的思考力

現実的な課題に対し、自ら仮説を
生成し問題を解決する能力

科目単位数   Credit 2
履修期   Term 春学期

教員氏名   Name of Teacher
太田 和俊,　穴田 啓晃,　今井 浩,　阿部 香澄,　小串 典子,　稲葉 真
理,　亀田 達也,　加堂 大輔,　川島 誠,　佐々木 博昭,　酒井 一博,　永
田 毅,　宮寺 隆之,　和田 康孝

開講キャンパス   Campus 横浜
曜時   Day and Period 水曜２時限(春学期)

授業概要   Course Description

情報数理学科では数理科学の考え方を基礎に情報科学の理解を深める
ことを目標としている。本学科での学びをスタートする前に、数理が
どのように情報科学の各分野に影響を及ぼし重要な役割を果たしてい
るのか、学科所属の専任教員によるリレー形式の講義でその全体像を
俯瞰する。

到達目標   Class Goals

学科カリキュラムの各科目の学びが数理という視点でどのようにつな
がっているのかを理解し、これからの履修科目の意義を理解できる。
情報数理学の全体像を俯瞰的な立場で見ることができ、将来のキャリ
アパスまでを見据えた今後の学修の道筋を自ら見出すことができる。



授業言語   Language 日本語
アクティブ・ラーニング   Active
Learning アクティブ・ラーニング非対応

授業計画
Daily Class
Schedule

【第1回】

授業内容
Content/Topic 履修ガイダンス / 情報と物理学（太田 和俊）

予習内容
Preparation for
Class

HPに掲載されている教員紹介に目を通しておく。 目安時間
Hours

2 時
間

復習内容
Review of
Class

学科の教員構成とカリキュラムとの関連についての理
解を深める

目安時間
Hours

2 時
間

【第2回】

授業内容
Content/Topic 情報数理学（今井 浩）

予習内容
Preparation for
Class

HPに掲載されている教員紹介に目を通しておく。 目安時間
Hours

2 時
間

復習内容
Review of
Class

授業中に提示された課題をmanabaで提出する。 目安時間
Hours

2 時
間

【第3回】

授業内容
Content/Topic 情報セキュリティ（穴田 啓晃）

予習内容
Preparation for
Class

HPに掲載されている教員紹介に目を通しておく。 目安時間
Hours

2 時
間

復習内容
Review of
Class

授業中に提示された課題をmanabaで提出する。 目安時間
Hours

2 時
間

【第4回】

授業内容
Content/Topic ロボット技術（阿部 香澄）

予習内容
Preparation for
Class

HPに掲載されている教員紹介に目を通しておく。 目安時間
Hours

2 時
間

復習内容
Review of
Class

授業中に提示された課題をmanabaで提出する。 目安時間
Hours

2 時
間

【第5回】

授業内容
Content/Topic 情報ネットワーク（稲葉 真理）

予習内容
Preparation for
Class

HPに掲載されている教員紹介に目を通しておく。 目安時間
Hours

2 時
間

復習内容
Review of
Class

授業中に提示された課題をmanabaで提出する。 目安時間
Hours

2 時
間

【第6回】

授業内容
Content/Topic 複雑ネットワークの科学（小串 典子）

予習内容
Preparation for
Class

HPに掲載されている教員紹介に目を通しておく。 目安時間
Hours

2 時
間

復習内容
Review of
Class

授業中に提示された課題をmanabaで提出する。 目安時間
Hours

2 時
間

【第7回】 授業内容
Content/Topic 数値シミュレーション（加堂 大輔）



予習内容
Preparation for
Class

HPに掲載されている教員紹介に目を通しておく。 目安時間
Hours

2 時
間

復習内容
Review of
Class

授業中に提示された課題をmanabaで提出する。 目安時間
Hours

2 時
間

【第8回】

授業内容
Content/Topic 社会と情報（亀田 達也）

予習内容
Preparation for
Class

HPに掲載されている教員紹介に目を通しておく。 目安時間
Hours

2 時
間

復習内容
Review of
Class

授業中に提示された課題をmanabaで提出する。 目安時間
Hours

2 時
間

【第9回】

授業内容
Content/Topic 情報と数学（川島 誠）

予習内容
Preparation for
Class

HPに掲載されている教員紹介に目を通しておく。 目安時間
Hours

2 時
間

復習内容
Review of
Class

授業中に提示された課題をmanabaで提出する。 目安時間
Hours

2 時
間

【第10回】

授業内容
Content/Topic 情報と宇宙（酒井 一博）

予習内容
Preparation for
Class

HPに掲載されている教員紹介に目を通しておく。 目安時間
Hours

2 時
間

復習内容
Review of
Class

授業中に提示された課題をmanabaで提出する。 目安時間
Hours

2 時
間

【第11回】

授業内容
Content/Topic 機械学習入門（佐々木 博昭）

予習内容
Preparation for
Class

HPに掲載されている教員紹介に目を通しておく。 目安時間
Hours

2 時
間

復習内容
Review of
Class

授業中に提示された課題をmanabaで提出する。 目安時間
Hours

2 時
間

【第12回】

授業内容
Content/Topic 画像処理とAI（永田 毅）

予習内容
Preparation for
Class

HPに掲載されている教員紹介に目を通しておく。 目安時間
Hours

2 時
間

復習内容
Review of
Class

授業中に提示された課題をmanabaで提出する。 目安時間
Hours

2 時
間

【第13回】

授業内容
Content/Topic 量子情報（宮寺 隆之）

予習内容
Preparation for
Class

HPに掲載されている教員紹介に目を通しておく。 目安時間
Hours

2 時
間

復習内容
Review of
Class

授業中に提示された課題をmanabaで提出する。 目安時間
Hours

2 時
間



【第14回】

授業内容
Content/Topic コンピュータアーキテクチャ（和田 康孝）

予習内容
Preparation for
Class

HPに掲載されている教員紹介に目を通しておく。 目安時間
Hours

2 時
間

復習内容
Review of
Class

授業中に提示された課題をmanabaで提出する。 目安時間
Hours

2 時
間

【第15回】

授業内容
Content/Topic 授業の総括

予習内容
Preparation for
Class

これまでの授業を振り返り、未提出の課題があれば作
成する。

目安時間
Hours

2 時
間

復習内容
Review of
Class

授業中に提示された課題をmanabaで提出する。 目安時間
Hours

2 時
間

授業に関する注意事項   
Remarks for Class

　各回ごとに担当教員が異なるオムニバス形式の授業であるため、担
当者の都合により担当順がシラバス記載のものから変更になることが
ある。最終的な担当順については第1回目授業で提示する。成績評価に
関する各回の課題内容については、それぞれ担当教員から指示があ
る。
　なお、この授業では「倫倫姫の情報セキュリティ教室」の受講完了
が必須となる。受講方法や期限については、第1回授業の履修ガイダン
スで説明するので、期日までに必ず受講を完了させること。

教科書   Texts 特に無し
参考書   Reference Books 学科履修要項(カリキュラムマップ)
課題フィードバック方法区分
Assignment Feedback Method 授業時間外にmanabaで行う

課題フィードバック方法内容
Assignment Feedback Method Content

成績評価の基準   
Evaluation Criteria

「倫倫姫の情報セキュリティ教室」の受講完了 30%、各回で提出され
た課題に基づく総合評価 70%

関連URL   Related URL
備考   Notes
添付ファイルの注意事項   Notice

更新日時   Date of  Update 2025年02月08日 20時20分50秒

戻る(X)

All Rights Reserved, Copyright(c) 2007-2025 Hitachi Solutions Create, Ltd.
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シラバス情報
授業情報
※身につく能力について
複数の学科・専攻・コースで開講されている科目は、開講を担当する学科・専攻・コースの定めた「身につく能
力」を表示しているため、履修要項・大学院要覧記載の「身につく能力」とは異なるものが表示されていることが
あります。
授業によっては、「身につく能力」の記載がない場合もあります。
そのため「身につく能力」については履修要項・大学院要覧も確認するようにしてください。

授業コード   Course Code 2RC0700000
授業開講年度   Year of Class 2025年度

授業形態   Course Mode 講義(対面授業)
授業名称   Class Name MSFCL107ｺﾝﾋﾟｭｰﾀとｸﾗｳﾄﾞｼｽﾃﾑ
テーマ   Theme

科目名   Name of Subject MSFCL107ｺﾝﾋﾟｭｰﾀとｸﾗｳﾄﾞｼｽﾃﾑ
英字科目名
English Name of Subject Computer and Cloud System

身につく能力
Ability to be Acquired in This Class
◎=科目に最も関連する能力
〇=科目に関連する能力

知識・理解 社会の変化に対応できる数理の基
礎学力 〇

知識・理解 情報科学の背後にある数学的原理
の理解

汎用的技能 隣接領域を含めた諸問題を解決で
きる情報処理技能 ◎

汎用的技能 国際社会でリーダーシップを発揮
できるコミュニケーション能力

態度・志向性 情報倫理に配慮した他者貢献の精
神

態度・志向性 将来のキャリアパスを自ら描き、
社会とのつながりを意識できる力 〇

統合的な学習経験
と創造的思考力

現実的な課題に対し、自ら仮説を
生成し問題を解決する能力

科目単位数   Credit 2
履修期   Term 春学期

教員氏名   Name of Teacher 加堂 大輔
開講キャンパス   Campus 横浜

曜時   Day and Period 金曜３時限(春学期)

授業概要   Course Description

我々の住む現代社会では、様々な用途でコンピュータが利用され、複雑
な問題の解決や社会の効率化に役立てられている。この授業では、コン
ピュータの基本的な原理やコンピュータを使った情報処理の手法につい
て、基礎的な事柄を幅広く学修する。

到達目標   Class Goals 以下の項目の習得を到達目標としている。
(１) コンピュータの仕組みやデータの表現、ハードウェアとソフトウ
ェアの種類・役割について説明できる。
(２) Microsoft Office(Word, Excel, PowerPoint)などが使える。
(３) ネットワークの基礎的な内容を理解し、説明できる。
(４) htmlを使って簡単なWebページが作成できる。
(５) Unix環境でコマンドラインからPCが操作できる。



(６) クラウドシステムについて理解し、それを利用できる。
(７) emailやインターネットを利用する上での情報セキュリティとマナ
ーが分かっている。

授業言語   Language 日本語

アクティブ・ラーニング   Active
Learning アクティブ・ラーニング対応

授業計画
Daily Class
Schedule

【第1回】

授業内容
Content/Topic 本講義の目標

予習内容
Preparation for
Class

manabaに置かれた授業スライドを読んで、授業の全
体像について調べてくる。

目安時間
Hours

2 時
間

復習内容
Review of
Class

今後の授業計画を確認するとともに、課題に解答す
る。

目安時間
Hours

2 時
間

【第2回】

授業内容
Content/Topic 情報の表現

予習内容
Preparation for
Class

manabaに置かれた授業スライドを読んで、情報の表
現と論理について調べてくる。

目安時間
Hours

2 時
間

復習内容
Review of
Class

課題として出題した問題に解答し、授業内容の復習を
行う。

目安時間
Hours

2 時
間

【第3回】

授業内容
Content/Topic ハードウェアの構成と機能

予習内容
Preparation for
Class

manabaに置かれた授業スライドを読んで、ハードウ
ェアの構成と機能について調べてくる。

目安時間
Hours

2 時
間

復習内容
Review of
Class

課題として出題した問題に解答し、授業内容の復習を
行う。

目安時間
Hours

2 時
間

【第4回】

授業内容
Content/Topic ソフトウェアについて

予習内容
Preparation for
Class

manabaに置かれた授業スライドを読んで、ソフトウ
ェアの役割と分類について調べてくる。

目安時間
Hours

2 時
間

復習内容
Review of
Class

課題として出題した問題に解答し、授業内容の復習を
行う。

目安時間
Hours

2 時
間

【第5回】

授業内容
Content/Topic 文書処理

予習内容
Preparation for
Class

manabaに置かれた授業スライドを読んで、Wordや
Markdownを使った文書作成方法について調べてく
る。

目安時間
Hours

2 時
間

復習内容
Review of
Class

課題として出題した問題に解答し、授業内容の復習を
行う。

目安時間
Hours

2 時
間

【第6回】

授業内容
Content/Topic 表計算

予習内容
Preparation for
Class

manabaに置かれた授業スライドを読んで、Excelの使
い方について調べてくる。

目安時間
Hours

2 時
間

復習内容
Review of
Class

課題として出題した問題に解答し、授業内容の復習を
行う。

目安時間
Hours

2 時
間



【第7回】

授業内容
Content/Topic プレゼンテーションスライド

予習内容
Preparation for
Class

manabaに置かれた授業スライドを読んで、
PowerPointの使い方について調べてくる。

目安時間
Hours

2 時
間

復習内容
Review of
Class

課題として出題した問題に解答し、授業内容の復習を
行う。

目安時間
Hours

2 時
間

【第8回】

授業内容
Content/Topic ネットワークの基礎

予習内容
Preparation for
Class

manabaに置かれた授業スライドを読んで、ネットワ
ークの基礎的内容について調べてくる。

目安時間
Hours

2 時
間

復習内容
Review of
Class

課題として出題した問題に解答し、授業内容の復習を
行う。

目安時間
Hours

2 時
間

【第9回】

授業内容
Content/Topic クラウドシステムの利活用

予習内容
Preparation for
Class

manabaに置かれた授業スライドを読んで、クラウド
システムにどのようなものがあるかを調べてくる。

目安時間
Hours

2 時
間

復習内容
Review of
Class

課題として出題した問題に解答し、授業内容の復習を
行う。

目安時間
Hours

2 時
間

【第10回】

授業内容
Content/Topic 生成AIを使う

予習内容
Preparation for
Class

manabaに置かれた授業スライドを読んで、生成AIに
ついて調べてくる。

目安時間
Hours

2 時
間

復習内容
Review of
Class

課題として出題した問題に解答し、授業内容の復習を
行う。

目安時間
Hours

2 時
間

【第11回】

授業内容
Content/Topic HTML入門

予習内容
Preparation for
Class

manabaに置かれた授業スライドを読んで、HTMLに
ついて調べてくる。

目安時間
Hours

2 時
間

復習内容
Review of
Class

課題として出題した問題に解答し、授業内容の復習を
行う。

目安時間
Hours

2 時
間

【第12回】

授業内容
Content/Topic Webページを作ってみよう

予習内容
Preparation for
Class

前回の授業内容を再確認してくる。 目安時間
Hours

2 時
間

復習内容
Review of
Class

課題として出題した問題に解答し、授業内容の復習を
行う。

目安時間
Hours

2 時
間

【第13回】 授業内容
Content/Topic プログラミング入門

予習内容
Preparation for
Class

プログラミング言語の種類と違いについて調べてく
る。

目安時間
Hours

2 時
間

復習内容
Review of

課題として出題した問題に解答し、授業内容の復習を
行う。

目安時間
Hours

2 時
間



Class

【第14回】

授業内容
Content/Topic Unixコマンドについて

予習内容
Preparation for
Class

Unix OSとUnixコマンドについて調べてくる。 目安時間
Hours

2 時
間

復習内容
Review of
Class

課題として出題した問題に解答し、授業内容の復習を
行う。

目安時間
Hours

2 時
間

【第15回】

授業内容
Content/Topic 全体のまとめ

予習内容
Preparation for
Class

manabaの資料を見なおすことで、これまでの授業内
容への理解を深めておく。

目安時間
Hours

2 時
間

復習内容
Review of
Class

これまでの課題を振り返り、間違った箇所を中心に復
習する。

目安時間
Hours

2 時
間

授業に関する注意事項   
Remarks for Class

授業に関する注意事項:
課題問題への解答は、manabaを通じて提出すること。授業に関する連
絡事項は、manabaで随時アナウンスするので、事前に確認しておくこ
と。また、授業で使用するスライド、参考資料、課題の解答例も
manabaに掲示される。必要に応じて、スライドを各自ダウンロードし
て保存したり、印刷して使用してよい。

教科書   Texts 特にないが、毎回の授業時に掲示される資料をよく読むこと。
参考書   Reference Books なし
課題フィードバック方法区分
Assignment Feedback Method 授業時間外にmanabaで行う

課題フィードバック方法内容
Assignment Feedback Method Content

毎回の授業において課題問題が出題される。課題の締め切り後に、
manabaに解答を示すので、それを自分の解答と比べて確認しておくこ
と。

成績評価の基準   
Evaluation Criteria

授業への参加度 (授業内で行われるディスカッションや質疑応答への対
応・貢献）10%、課題として出題した問題への解答 40%、定期期末試
験 50%

関連URL   Related URL

備考   Notes
添付ファイルの注意事項   Notice

更新日時   Date of  Update 2025年02月10日 13時39分09秒

戻る(X)

All Rights Reserved, Copyright(c) 2007-2025 Hitachi Solutions Create, Ltd.



























































シラバス検索   照会画面
シラバス検索画面  結果一覧画面  照会画面

シラバス情報
授業情報
※身につく能力について
複数の学科・専攻・コースで開講されている科目は、開講を担当する学科・専攻・コースの定めた「身につく能
力」を表示しているため、履修要項・大学院要覧記載の「身につく能力」とは異なるものが表示されていることが
あります。
授業によっては、「身につく能力」の記載がない場合もあります。
そのため「身につく能力」については履修要項・大学院要覧も確認するようにしてください。

授業コード   Course Code 2RC2000000
授業開講年度   Year of Class 2025年度

授業形態   Course Mode 講義(対面授業)
授業名称   Class Name MSBAL201統計の数理
テーマ   Theme

科目名   Name of Subject MSBAL201統計の数理
英字科目名
English Name of Subject Statistical Mathematics

身につく能力
Ability to be Acquired in This Class
◎=科目に最も関連する能力
〇=科目に関連する能力

知識・理解 社会の変化に対応できる数理の基礎
学力 〇

知識・理解 情報科学の背後にある数学的原理の
理解 ◎

汎用的技能 隣接領域を含めた諸問題を解決でき
る情報処理技能

汎用的技能 国際社会でリーダーシップを発揮で
きるコミュニケーション能力

態度・志向性 情報倫理に配慮した他者貢献の精神

態度・志向性 将来のキャリアパスを自ら描き、社
会とのつながりを意識できる力

統合的な学習経験と
創造的思考力

現実的な課題に対し、自ら仮説を生
成し問題を解決する能力

科目単位数   Credit 2
履修期   Term 春学期
教員氏名   Name of Teacher 佐々木 博昭

開講キャンパス   Campus 横浜
曜時   Day and Period 金曜３時限(春学期)

授業概要   Course Description

様々な場面でデータの利活用が進む現代では、データ分析とそれにまつ
わる考え方や基礎となる数理手法である統計学は必須知識である。高校
数学までで既に個別の話題としては統計の基本的な項目のいくつかを学
んでいるが、本講義では記述統計から推測統計までの基礎的な内容につ
いて数理的な側面を含め系統的に学習し、統計学の基礎を身につけるこ
とを目指す。また推測統計を学ぶにあたって必要となる確率と確率分
布、その他の統計分析に関わる幾つかの代表的な手法についても学習す
る。

到達目標   Class Goals 記述統計について基本的な計算ができるようになる。基本的な確率分布
の特徴量について、計算できるようになる。また、大数の法則という概
念を理解し、推測統計の基礎を理解する。基本的な統計量の計算ができ



るようになり、データ、記述統計、相関と因果、母集団と標本、と言っ
た概念を理解できる。

授業言語   Language 日本語
アクティブ・ラーニング   Active
Learning アクティブ・ラーニング非対応

授業計画
Daily
Class
Schedule

【第1回】

授業内容
Content/Topic ガイダンス

予習内容
Preparation
for Class

高校数学「数学I」のデータの分析の項目を復習してお
く。

目安時
間
Hours

2
時
間

復習内容
Review of
Class

講義の概要を理解する。
目安時
間
Hours

2
時
間

【第2回】

授業内容
Content/Topic データ分析と記述統計

予習内容
Preparation
for Class

中学数学のデータの活用の項目、高校数学「数学I」のデ
ータの分析の項目を復習し，平均や分散、相関係数など基
本的な統計量について復習しておく。

目安時
間
Hours

2
時
間

復習内容
Review of
Class

データ分析の前段として必要なデータの整理・可視化，記
述統計の計算について、課題の具体例を実際に解くことで
理解する。

目安時
間
Hours

2
時
間

【第3回】

授業内容
Content/Topic 統計学と確率

予習内容
Preparation
for Class

場合の数や事象について復習し、確率の定義について調べ
ておく。また、条件付き確率や事象の独立性について調べ
ておく。

目安時
間
Hours

2
時
間

復習内容
Review of
Class

確率の概念ならびに確率を介して記述統計と推測統計の関
わりを理解する。また、基本的な事象の演算、条件付き確
率や事象の独立性といった概念を理解し、課題の具体例を
使って実際に確率の計算をできるようにする。

目安時
間
Hours

2
時
間

【第4回】

授業内容
Content/Topic 確率変数と離散型確率分布

予習内容
Preparation
for Class

確率変数ならびに二項分布について復習し、統計学での位
置づけを調べておく。

目安時
間
Hours

2
時
間

復習内容
Review of
Class

二項分布を中心に、基本的な離散型確率分布の性質につい
て課題の具体例を使って実際に計算し、各確率分布の性質
を理解する。

目安時
間
Hours

2
時
間

【第5回】

授業内容
Content/Topic 連続型確率分布

予習内容
Preparation
for Class

正規分布について復習し、二項分布、ポアソン分布との関
わりを調べておく。

目安時
間
Hours

2
時
間

復習内容
Review of
Class

正規分布を中心に、基本的な連続型確率分布の性質につい
て課題の具体例を使って実際に計算し、各確率分布の性質
を理解する。また、二項分布、ポアソン分布、正規分布の
関係を理解する。

目安時
間
Hours

2
時
間

【第6回】

授業内容
Content/Topic 期待値，分散，積率，積率母関数

予習内容
Preparation
for Class

確率分布の指標として、期待値と分散が何を意味するのか
を調べておく。

目安時
間
Hours

2
時
間

復習内容
Review of
Class

これまでに学修したいくつかの確率分布について期待値と
分散を実際に計算する。そして、積率と積率母関数の関係
について理解する。

目安時
間
Hours

2
時
間



【第7回】

授業内容
Content/Topic 多変数の確率分布と相関・独立性

予習内容
Preparation
for Class

2変数の確率分布（特に正規分布）について調査してお
く。

目安時
間
Hours

2
時
間

復習内容
Review of
Class

正規分布を中心に基本的な2変数の確率分布について相関
を実際に計算する。そして、相関と独立性の違いを理解す
る。

目安時
間
Hours

2
時
間

【第8回】

授業内容
Content/Topic 大数の法則と中心極限定理

予習内容
Preparation
for Class

正規分布の統計学での位置づけを調べておく。
目安時
間
Hours

2
時
間

復習内容
Review of
Class

大数の法則、中心極限定理という概念を理解し、なぜ正規
分布が重要視されるか理解する。

目安時
間
Hours

2
時
間

【第9回】

授業内容
Content/Topic 推測統計: 母集団と標本

予習内容
Preparation
for Class

母集団と標本について復習しておく。また、ランダムサン
プリングの重要性について調べておく。

目安時
間
Hours

2
時
間

復習内容
Review of
Class

母集団と標本といった概念を理解し、記述統計と推測統計
の関係、大数の法則の重要性を理解する。サンプリングと
サンプリングバイアスなどの基本的な概念もまた理解す
る。

目安時
間
Hours

2
時
間

【第10回】

授業内容
Content/Topic 推測統計: 点推定と区間推定

予習内容
Preparation
for Class

点推定、区間推定、信頼区間について調べておく。
目安時
間
Hours

2
時
間

復習内容
Review of
Class

点推定、区間推定、信頼区間という概念を理解する。課題
の具体例を使って実際に計算し、信頼区間の解釈を身につ
ける。

目安時
間
Hours

2
時
間

【第11回】

授業内容
Content/Topic 推測統計: 統計的仮説検定の考え方

予習内容
Preparation
for Class

統計的仮説検定が実用上どのような場面で使用されている
かを調査する。

目安時
間
Hours

2
時
間

復習内容
Review of
Class

仮説の検定という概念を理解し、第一種の誤り、第二種の
誤りについて理解する。帰無仮説と対立仮説、有意水準、
棄却域、両側・片側検定といった基本概念について理解す
る。

目安時
間
Hours

2
時
間

【第12回】

授業内容
Content/Topic 推測統計: 正規母集団の母平均に関する検定

予習内容
Preparation
for Class

前回の授業で学修した内容について復習し、正規母集団と
いう概念、正規母集団での母平均に関する検定について調
べておく。

目安時
間
Hours

2
時
間

復習内容
Review of
Class

課題の具体例を使って検定統計量や棄却域などを計算し、
実際に母平均に関する検定を行う。

目安時
間
Hours

2
時
間

【第13回】 授業内容
Content/Topic 推測統計: t検定

予習内容
Preparation
for Class

前回の授業で学習した正規母集団の母平均に関する検定を
復習し、母分散が未知の場合、どのようにすべきかを考察
する。

目安時
間
Hours

2
時
間



復習内容
Review of
Class

課題の具体例を使って検定統計量や棄却域などを計算し、
実際にt検定を行う。また、12回授業で学修した検定方法
とt検定との違いについて理解する。

目安時
間
Hours

2
時
間

【第14回】

授業内容
Content/Topic 推測統計: そのほかの仮説検定

予習内容
Preparation
for Class

正規母集団の母分散に関する検定や適合度検定、独立性の
検定について調べておく。

目安時
間
Hours

2
時
間

復習内容
Review of
Class

母分散に関する検定、適合度検定や独立性の検定などにつ
いて、具体例を使って理解する。

目安時
間
Hours

2
時
間

【第15回】

授業内容
Content/Topic その他の統計分析手法

予習内容
Preparation
for Class

実用的な場面でどのような統計的分析手法が使用されてい
るかについて調べておく。

目安時
間
Hours

2
時
間

復習内容
Review of
Class

回帰や主成分分析、機械学習の枠組みについて理解する。
これまでの講義内容を復習し、定期試験の準備を行う。

目安時
間
Hours

2
時
間

授業に関する注意事項   
Remarks for Class

本講義では、これまで断片的に学んでいた統計学について数理的な取り
扱いを加えて統一的に理解することを目指す。特に、確率を導入したこ
とで推測統計に入る点が山場になる。従って、高校数学からの接続に配
慮しつつ進めるが、高校数学に加えて１年次に履修する線形代数や解析
学は理解し身につけておくこと。また、課題の提出や講義に関する案内
は随時 manaba上で行う可能性があるので、manabaの使用方法につい
ては事前に確認し、常にmanabaの情報をチェックすること。

教科書   Texts 特になし。必要に応じて講義資料を配布。

参考書   Reference Books [1] 久保川達也「現代数理統計学の基礎」（共立出版）
[2] 黒木学「数理統計学―統計的推論の基礎―」（共立出版）

課題フィードバック方法区分
Assignment Feedback Method 授業時間内に講評・解説を行う

課題フィードバック方法内容
Assignment Feedback Method
Content

0

成績評価の基準   
Evaluation Criteria 講義で課す小テストおよび課題 30% +定期試験 70%

関連URL   Related URL 0
備考   Notes

添付ファイルの注意事項   Notice
更新日時   Date of  Update 2025年02月08日 13時36分46秒

戻る(X)

All Rights Reserved, Copyright(c) 2007-2025 Hitachi Solutions Create, Ltd.



AI ・ データサイエンス教育プログラム

本学では、AI時代の新たな基礎知識を教授するAIおよびデータサイエンスに関する明治学院共通科目を開講しています。

このプログラムは、 初歩から応用まで３段階のステップで構成されており、 社会におけるデータ ・ AI利活用の状況やデー

タリテラシーの基礎、 データ ・ AI利活用における留意事項などを学ぶ＜レベル１＞、 プログラミング言語やAIによる機械学

習などを学ぶ＜レベル２＞、 そしてAI ・ データサイエンスに関する知識をさらに深めると同時に、 課題解決型の実践的な授

業PBL （Project Based Learning） にも参加できる＜レベル３＞まで、 履修者の習熟度に応じて学びを深めることがで

きます。

所定の修了要件を満たした者は、 それぞれ修了認定証 「ベーシック」、 「スタンダード」 および 「スタンダードプラス」 が

取得できます。 なお、 この教育プログラムの趣旨および各科目の内容については、 Webページを別途参照してください。

【開講科目】

レベル 科目名称 （半期２単位） 配当年次

１ AI ・ データサイエンス入門

１年次
２

データ解析 ・ 活用入門

プログラミング入門

AIと人間

統計学１ （または２）

３

データ解析 ・ 活用基礎
２年次

AI基礎

PBL演習 ３年次

【履�修要件】 ＜レベル２＞の科目のうち 「データ解析 ・ 活用入門」、 「プログラミング入門」 および 「AIと人間」 の履修は、

＜レベル１＞の 「AI ・ データサイエンス入門」 の単位修得が条件。 また＜レベル３＞の履修は、 下記修了認定証 （ベー

シック） を取得した者に認める。 なお、 「PBL演習」 の履修は 「データ解析 ・ 活用基礎」 および 「AI基礎」 の単位修

得が条件となる。

【修了認定証 （下記文中の 「必修」 「選択必修」 は、 認定証を取得する条件のこと）】

・ ベ�ーシック ： 「AI ・ データサイエンス入門」 および 「データ解析 ・ 活用入門」、 「プログラミング入門」 （３科目各２単位計

６単位） が必修。 「統計学１ （または２）」 と 「AIと人間」 は、 いずれかを選択必修とし、 ４科目計８単位の修得をもっ

てベーシックの認定証を取得できる。

・ ス�タンダード ： 「ベーシック」 取得後、 ＜レベル３＞の 「データ解析 ・ 活用基礎」、 「AI基礎」 の２科目４単位の修得をもっ

てスタンダードの認定証を取得できる。

・ ス�タンダードプラス ： 「スタンダード」 取得後、 ＜レベル３＞の 「PBL演習」 の単位修得をもってスタンダードプラスの認

定証を取得できる。

なお、 各学科で開講される科目の単位修得をもって、 上記の教育プログラムの科目を修得したと認定する場合がありま

す。 修了認定証の取得を目指す者は、 各学科における 「みなし科目」 に注意して履修計画をたてるようにしてください。 み

なし科目についてはWebページを参照してください。

こちらからAI ・ データサイエンス教育プログラムのWebページを確認してください。

https://www.meijigakuin.ac.jp/academics/aids/
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AI ・ データサイエンス教育プログラム

本学では、AI時代の新たな基礎知識を教授するAIおよびデータサイエンスに関する明治学院共通科目を開講しています。

このプログラムは、 初歩から応用まで３段階のステップで構成されており、 社会におけるデータ ・ AI利活用の状況やデー

タリテラシーの基礎、 データ ・ AI利活用における留意事項などを学ぶ＜レベル１＞、 プログラミング言語やAIによる機械学

習などを学ぶ＜レベル２＞、 そしてAI ・ データサイエンスに関する知識をさらに深めると同時に、 課題解決型の実践的な授

業PBL （Project Based Learning） にも参加できる＜レベル３＞まで、 履修者の習熟度に応じて学びを深めることがで

きます。

所定の修了要件を満たした者は、 それぞれ修了認定証 「ベーシック」、 「スタンダード」 および 「スタンダードプラス」 が

取得できます。 なお、 この教育プログラムの趣旨および各科目の内容については、 Webページを別途参照してください。

また、 情報数理学部については、 このプログラムの科目について、 学科で開講される必修科目の単位修得をもって認定

される科目 （みなし科目） があるため、 履修を不可としている科目があります。 下表を確認してください。

【開講科目】

レベル 科目名称 （半期２単位） 履修可否 学科におけるみなし科目

１ AI ・ データサイエンス入門 不可
数理と情報

コンピュータとクラウドシステム

２

データ解析 ・ 活用入門 不可 データ構造とアルゴリズム

プログラミング入門 不可 初級プログラミング

AIと人間 可
（「数理と情報」 の単位修得後）

統計学１ （または２） 可 統計の数理

３

データ解析 ・ 活用基礎

不可

データ駆動型社会とデータサイエンス

AI基礎 人工知能

PBL演習 Project Based Learning

【配当年次および履修要件】 学科科目の配当年次に準じる。

学科におけるみなし科目が設定されていない 「AIと人間」 については、 「数理と情報」 の単位修得後より履修可とする。

【修了認定証 （下記文中の 「必修」 「選択必修」 は、 認定証を取得する条件のこと）】

・ ベ�ーシック ： 学科必修科目の「数理と情報」、 「コンピュータとクラウドシステム」および「データ構造とアルゴリズム」、 「初

級プログラミング」、 「統計の数理」 の単位を修得することで、 ベーシックの認定証を取得できる。 明治学院共通科目

の 「AIと人間」 については選択科目であり、 必ず単位の修得が求められる科目ではない。

・ ス�タンダード ： 「ベーシック」 取得後、 「データ駆動型社会とデータサイエンス」 および 「人工知能」 の単位を修得する

ことでスタンダードの認定証を取得できる。

・ ス�タンダードプラス ： 「スタンダード」 取得後、 「Project Based Learning」 の単位を修得することでスタンダードプ

ラスの認定証を取得できる。

　こちらからAI ・ データサイエンス教育プログラムのWebページを確認してください。

https://www.meijigakuin.ac.jp/academics/aids/
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明治学院大学ＡＩ・データサイエンス教育実施委員会規程

2023年 4月19日　大学評議会承認

2023年 5月12日　常務理事会承認

2023年11月15日　大学評議会承認

2023年12月 8日　常務理事会承認

 2024年 3月15日　常務理事会承認

（設置）

第１条　明治学院大学（以下「本学」 という。）にＡＩ・データサイエンス教育実施委員会（以下「委員会」

という。）を置く。

（目的）

第２条　委員会は本学における全学生を対象としたＡＩ・データサイエンス教育の推進に関する重要な事項を審

議することを目的とする。

（構成）

第３条　委員会は次の委員をもって構成し、学長が指名した副学長（以下「担当副学長」という。）が委員長と

なる。

（１）担当副学長

（２）明治学院共通科目教育機構諸領域教育部会長

（３）教務部長

（４）専門的知見を持った教員

（５）ＡＩ・データサイエンス教育プログラムの科目担当教員

（６）情報数理学部教員

２　前項第4号、第5号および第6号については若干名とする。

３　委員長は、必要に応じて構成員の他に陪席者をおくことができる。

４　委員長は、委員会を招集して議長となる。

（審議事項）

第４条　委員会は、次の事項を審議する。

（１）明治学院共通科目におけるＡＩ・データサイエンス教育プログラム（以下「本プログラム」とい

う。）の科目運営に関する計画立案

（２）本プログラムに関する点検・評価に関する事項

（３）その他、ＡＩ・データサイエンス教育に関する重要な事項

（事務）

第５条　委員会に関わる業務は、学長室企画課の所管とする。

（規程の改廃）

第６条　この規程の改廃は、委員会の議を経て、大学評議会および常務理事会の承認を得なければならない。

付　則

１　この規程は、2023年6月1日から施行する。

２　この規程は、2024年4月1日から施行する。（第3条第1項第6号の追加および第3条第2項の変更、総合企画室

の学長室への統合による第5条の変更）

令和7年度版



取組概要

大学等名 明治学院大学

教育プログラム名 AI・データサイエンス教育プログラム

申請レベル 応用基礎レベル（大学等単位）

申請年度 令和７年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 申請用

【目的・概要】
・AI時代の新たな基礎知識を、全ての学部生に教授 ・オンデマンド配信形式を活用し、履修困難を解消

【身につく能力】
履修者の習熟度に合わせて3段階のレベルを用意している。
・社会におけるデータ・AI利活用の状況や留意事項、データリテラシーの基礎などを学ぶ「レベル1」
・プログラミング⾔語やAIによる機械学習などを学ぶ「レベル2」 ・「レベル2」までで学んだ内容をより発展的・実践的に取り扱う「レベル3」

【修了要件】
＜リテラシーレベル＞
文学部・経済学部・社会学部・法学部・国際学部・心理学部
「AI・データサイエンス入門」（1科目 2単位）が必修。
情報数理学部
「数理と情報」「コンピュータとクラウドシステム」（2科目計4単位）が必修。

＜応用基礎レベル＞
文学部・経済学部・社会学部・法学部・国際学部・心理学部
「AI・データサイエンス入門」「データ解析・活用入門」「プログラミング入門」「データ解析・活用基礎」「AI基礎」（5科目計10単位）が必修。
「統計学１」「統計学２」「AIと人間」は、いずれかを選択必修とし、6科目計12単位の単位修得をもって修了認定する。
情報数理学部
「数理と情報」「コンピュータとクラウドシステム」「データ構造とアルゴリズム」「初級プログラミング」「データ駆動型社会とデータサイエンス」
「人工知能」 「統計の数理」 を必修とし、7科目計14単位の単位修得をもって修了認定する。
「統計学１」「統計学２」「AIと人間」は、選択科目とする。
※修了認定証については別途学内で定める基準に則りオープンバッジを発行している。

【実施体制】
・全学部生対象の『明治学院共通科目』に「AI・データサイエンス系科目群」を設け、プログラム関連科目を配置している。
なお、情報数理学部に関しては一部の明治学院共通科目を除き、学科専門科目として配置している。

・「AI・データサイエンス教育実施委員会」において、プログラムの科目運営に関する計画立案および本プログラムに関する点検・評価を行う。

【科目構成】

レベル
科目名称

（＊は選択必修科目）
開講年度

リテラシー
レベル

応用基礎
レベル

１ AI・データサイエンス入門 令和5年度 ○

○
２

データ解析・活用入門

令和6年度プログラミング入門

*AIと人間

*統計学１
既存科目

*統計学２

３
データ解析・活用基礎

令和7年度
AI基礎

レベル
科目名称

（＊は選択科目）
開講年度

リテラシー
レベル

応用基礎
レベル

１
数理と情報

令和6年度 ○

○

コンピュータとクラウドシステム

２

データ構造とアルゴリズム
令和7年度

統計の数理

初級プログラミング
令和6年度

*AIと人間

*統計学1
既存科目

*統計学2

３

データ駆動型社会と
データサイエンス 令和7年度
人工知能

文学部・経済学部・社会学部・法学部・国際学部・心理学部 情報数理学部
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